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（１）平成３０年度紀の川市水道事業会計予算の概要について 

 

①①①① 収益的収支収益的収支収益的収支収益的収支    

1111 年間年間年間年間のののの事業活動事業活動事業活動事業活動（（（（水道水水道水水道水水道水をををを作作作作りりりり、、、、各各各各ごごごご家庭家庭家庭家庭へおへおへおへお届届届届けすることけすることけすることけすること））））にににに伴伴伴伴いいいい、、、、発生発生発生発生がががが予定予定予定予定されるされるされるされる

収収収収入入入入とととと支出支出支出支出のののの状況状況状況状況ですですですです。。。。    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【収益的収支の概要】 

簡易水道事業の会計統合により、収入面では、給水収益の増加をはじめ、繰入金や長期前受

金戻入など増額を見込んでおり、支出面では減価償却費や動力費をはじめとした施設維持管

理経費の増額を見込んでいます。 

（単位：千円）※消費税込み

平成30年度予算 平成29年度予算 増　　減 増減率

収　入 1,403,004 1,294,589 108,415 8.4%

給水収益 1,110,397 1,084,719 25,678 2.4%

受託工事収益 79,958 77,901 2,057 2.6%

繰入金 29,589 4,750 24,839 522.9%

加入金 38,816 36,248 2,568 7.1%

長期前受金戻入 128,056 81,764 46,292 56.6%

その他 16,188 9,207 6,981 75.8%

支　出 1,377,402 1,273,499 103,903 8.2%

施設維持管理経費 483,381 463,038 20,343 4.4%

人件費 166,372 155,390 10,982 7.1%

受託工事費 93,591 112,504 -18,913 -16.8%

減価償却費 496,088 392,837 103,251 26.3%

支払利息 107,333 103,678 3,655 3.5%

その他経費 30,637 46,052 -15,415 -33.5%

当年度損益 25,602 21,090 4,512

（経常損益） 26,601 21,589 5,012

水道事業会計　収益的収支

給水収益

1,110,397 

受託工事収益, 79,958 

繰入金, 29,589 

加入金, 38,816 

長期前受金戻入, 128,056 

その他, 16,188 

収益的収入

収益的収支（平成30年度）
給水収益 受託工事収益 繰入金 加入金 長期前受金戻入 その他

施設維持管理経費

483,381 

人件費

166,372 

受託工事費 93,591 

減価償却費

496,088 

支払利息 107,333 

その他経費 30,637 

当年度損益 25,602 

収益的支出

施設維持管理経費 人件費 受託工事費 減価償却費 支払利息 その他経費 当年度損益

1,403,004千円

1,377,402千円
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②②②② 資本的収支資本的収支資本的収支資本的収支    

水道施設水道施設水道施設水道施設のののの整備整備整備整備をををを行行行行うためのうためのうためのうための投資的投資的投資的投資的なななな収入収入収入収入とととと支出支出支出支出のののの状況状況状況状況ですですですです。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資本的収支の概要】 

浄水場の改良工事をはじめ大規模な施設整備を予定しており、前年度と比較して予算規模が

大幅に増加しています。その財源として、世代間負担の公平を図るため企業債の発行を予定

しており、さらに、国や県補助金の確保を見込んでおり、財政の健全化にも配慮した予算措

置となっています。 

  

（単位：千円）※消費税込み

平成30年度予算 平成29年度予算 増　　減 増減率

収　入 487,610 27,353 460,257 1682.7%

企業債 271,700 0 271,700 皆増

国庫補助金 3,900 1 3,899 389900.0%

県補助金 7,500 0 7,500 皆増

工事負担金 17,746 8,051 9,695 120.4%

出資金 186,762 19,299 167,463 867.7%

その他 2 2 0 0.0%

支　出 1,081,095 576,263 504,832 87.6%

建設改良費 626,305 234,032 392,273 167.6%

企業債償還金 453,789 341,230 112,559 33.0%

その他 1,001 1,001 0 0.0%

補てん財源 593,485 548,910 44,575 8.1%

水道事業会計　資本的収支

企業債

271,700 

国庫補助金 3,900 

県補助金 7,500 

工事負担金 17,746 

出資金

186,762 

その他 2 

補てん財源

593,485 
資本的収入

資本的収支（平成30年度）
企業債 国庫補助金 県補助金 工事負担金 出資金 その他 補てん財源

487,610千円

建設改良費

626,305 

企業債償還金

453,789 

その他 1,001 

資本的支出

建設改良費 企業債償還金 その他

1,081,095千円
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（２）紀の川市水道事業ビジョンの概要について 

 
 
 

別冊別冊別冊別冊のののの「「「「紀紀紀紀のののの川市水道事業川市水道事業川市水道事業川市水道事業ビジョンビジョンビジョンビジョン」」」」をごをごをごをご参照参照参照参照くださいくださいくださいください。。。。    

 



 

 

 

 

５．協 議 事 項 
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（１）平成２２年度の料金体系になった根拠について 

 

ア 平成２１年度における紀の川市水道事業を取り巻く環境 

（ア）旧町単位で水道料金が違い、その格差が大きい。 

 

各旧町料金  家庭用（口径１３ｍｍ）                     （単位：円）   

    使用水量 

地区 
0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 備 考 

旧打田町 1,420 1,420 3,310 5,200 7,090  

旧粉河町 1,800 1,800 4,350 6,900 9,450  

旧那賀町 1,690 1,690 3,640 5,590 7,540  

旧桃山町 2,000 2,000 3,700 5,400 7,100  

旧貴志川町 1,360 1,360 2,620 3,880 5,140  

当初事務局案 1,000 1,800 3,300 5,100 6,900  

新料金 1,000 1,400 2,900 4,600 6,400  

 

《 当初事務局提案 》 

基本料金 

１３ｍｍ １，０００円 

２０ｍｍ １，０００円 

２５ｍｍ ３，４１０円 

３０ｍｍ ４，９２０円 

４０ｍｍ ８，７４０円 

５０ｍｍ １３，６６０円 

７５ｍｍ ３０，７５０円 

 

イ 論点 

（ア）経営の健全性 

平成１９年度決算値の給水収益を確保することを目標とし、経営の健全性を重

要視しました。 

（イ）１㎥から１０㎥の従量料金 

小口需要家の負担増加が著しい中で特に１㎥から１０㎥の従量単価が高すぎる。 

（ウ）各旧町間での値上がりと値下がり幅の格差 

１０㎥の使用料を比べると現行から旧貴志川町では、４４０円の値上げとなり、

旧桃山町では２００円の値下がりとなり大きな差が生じる。 

（エ）料金統一と適正な水道料金の水準 

公平性を確保し、納得感を得るためには料金の統一を先に考え、適正な水道料

金の水準については今後の課題とする。 

従量料金 

１―１０㎥ ８０円 

１１―２０㎥ １５０円 

２１―４０㎥ １８０円 

４１㎥― ２００円 
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ウ 結果 

《 新料金 》 

基本料金 

１３ｍｍ １，０００円 

２０ｍｍ １，０００円 

２５ｍｍ １，６００円 

３０ｍｍ ２，３００円 

４０ｍｍ ４，０００円 

５０ｍｍ ６，２００円 

７５ｍｍ １３，９００円 

 

エ 理由 

（ア）基本料金について、２０mm を１とした場合の理論流量比の公式により見直しま

した。 

（イ）小口需要家の負担を下げるために１㎥から１０㎥の従量料金を４０円としました。 

（ウ）今回の料金改定については、合併時から解決していなかった水道料金の統一が最

大の目的であったため、まず各旧町単位の格差を埋めて、平準化することとしまし

た。 

（エ）適正な水道料金の水準については、料金算定期間終了前に審議会で審議すること

としました。 

（オ）経営の健全性に影響を及ぼす額として、現金では１億円ずつ減収が見込まれるた

め、収支を見極めながら新たに料金改定の審議を行うこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従量料金 

１―１０㎥ ４０円 

１１―２０㎥ １５０円 

２１―３０㎥ １７０円 

３１―４０㎥ １８０円 

４１㎥― ２００円 
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（２）紀の川市水道事業の投資計画について 

 

1 投資計画について 

1.1 基本方針 

 施設の現状評価、将来見通しの把握から抽出された課題は、主に以下の事項です。 

 

 ①施設系については耐震に対して脆弱と考えられる施設が多数ある 

  本市は東南海・南海地震防災対策推進地域に指定されており、耐震への対策は

大きな課題である。 

 

 ②設備系については耐用年数を超過したものが多数ある 

  設備系に係る事故（故障）は給水不可となる可能性が高く、定期的な更新が必

要である。他都市と比較しても設備の老朽化度合は高い。 

 

 ③水需要は今後低下する 

水需要の将来見通しは平成 27 年度で 21,130m3/日であったものが、簡水統合を

実施しつつも、平成 47 年度には一日平均給水量は 15,641m3/日（下位推計値）で

約 30％低下することが見込まれる。 

 

 以上のとおり、将来の給水収益は減少傾向となることは明らかであるものの、給

水収益に結びつかない耐震対策への投資、設備類については定期的な更新が必要で

あり、可能な限り投資費用を抑制していくことが求められます。 

 そのため、投資計画の策定においては、以下の基本方針で検討しました。 

  

 

＜基本方針＞ 

 

 ・着実な耐震化の推進 

 ・機能を維持しつつ、可能な限り施設・設備・管路を延命化し、更新投資を抑制 

 ・需要低下を考慮し、更新時の仕様の適正化を考慮 

 

 

※施設、設備、管路の老朽化度合についてはＰ２７～３０の位置図参照 
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1.2 投資計画策定の経緯 

1.2.1 投資計画① 

 基本方針を基に、第一段階では更新、耐震対策について以下の目標を掲げ、投資

計画を立案しました。 

 

        ＜投資目標＞ 

         ・更新投資により、資産の健全度を改善改善改善改善 

         ・毎年度毎年度毎年度毎年度１１１１施設施設施設施設を耐震化 

 

 上記の目標を達成するために、更新、耐震対策ともに優先度の高い事業から投資

するシミュレーションを実施した結果、図 1-1 の投資が必要であることがわかりま

した。この場合に必要な投資額は約約約約 135 億円億円億円億円でした。 

 この投資を実施した場合の効果を次頁以降の図 1-2、図 1-3、図 1-4 に示します。 

 投資の効果は高いですが、この投資の場合は、約約約約 35％％％％のののの料金改定料金改定料金改定料金改定が必要であるこ

ともわかりました。 

 

 

図 1-1  投資計画① 
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【資産の健全度】 

 施設全体では、老朽化資産を減少させることが可能で、特に設備については顕著

に老朽化資産の改善が可能です。 

 管路は、経年化管路が増加し続ける傾向となりますが、老朽化資産は増加しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 健全度指標の推移（左：施設全体、右：設備のみ） 

 

 

図 1-3 健全度指標の推移（標準型）（管路） 

 

表 1-1 資産の健全度による区分 

名称 説明 

健全資産 経過年数が法定耐用年数以内の資産 

経年資産 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産 

老朽資産 経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産 
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【耐震対策】 

 耐震に係る全ての指標で大きく改善が見込めます。特に、施設系の指標が大きく

改善し、浄水施設については 80％に近い値まで改善します。 

 なお、下記の指標には簡易水道統合後の数値が考慮されており、特に基幹管路の

耐震適合率においては、鞆渕・細野地区が数値の改善に大きく影響しています。 

 

 

図 1-4 耐震化指標の推移 
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1.2.2 投資計画②（これまでに御提示してきた投資計画） 

 投資計画①では料金改定の幅が大きく、需要者への負担が多大になることがわか

ったため、第二段階では更新、耐震対策について以下の目標を掲げ、投資計画を立

案しました。 

 

        ＜投資目標＞ 

         ・更新投資により、資産の健全度を概概概概ねねねね維持維持維持維持 

         ・３３３３年年年年にににに１１１１施設施設施設施設を目安に耐震化 

 

 上記の目標を達成するために、更新、耐震対策ともに優先度の高い事業から投資

するシミュレーションを実施した結果、図 1-1 の投資が必要であることがわかりま

した。この場合に必要な投資額は約約約約 90 億円億円億円億円でした。 

 この投資を実施した場合の効果を次頁以降の図 1-6、図 1-7、図 1-8 に示します。 

 投資の効果は投資計画①に比較し低いですが、この投資の場合は、約約約約 20％％％％のののの料金料金料金料金

改定改定改定改定に抑制することが可能であることから、投資計画②を採用することとしました。 

 

 

図 1-5  投資計画② 
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【資産の健全度】 

 施設全体では、老朽化資産の割合が現状よりやや悪化しますが、概ね現状と同等

水準で維持することが可能です。設備についても同様です。 

 管路は、経年化管路が増加し続ける傾向となりますが、老朽化資産は増加しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 健全度指標の推移（左：施設全体、右：設備のみ） 

 

 
図 1-7 健全度指標の推移（管路） 

 

表 1-2 資産の健全度による区分 

名称 説明 

健全資産 経過年数が法定耐用年数以内の資産 

経年資産 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産 

老朽資産 経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産 
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【耐震対策】 

 耐震に係る全ての指標で少しずつですが改善が見込めます。 

 なお、下記の指標には簡易水道統合後の数値が考慮されており、特に基幹管路の

耐震適合率においては、鞆渕・細野地区が数値の改善に大きく影響しています。 

 

 

図 1-8 耐震化指標の推移 
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1.3 投資しない場合のリスク 

投資計画②での投資を実施した場合と、投資をしなかった場合の、設備の健全度

推移を以下に示します。設備は「故障＝給水不可」となる可能性が高いため、設備

の健全度指標を、更新した場合と更新しない場合で比較しました。（※設備とは、ポ

ンプや計測機器等です） 

投資をしないと、老朽化資産の増加は著しくなり、安定した水道の供給が困難に

なります。また、設備は老朽化等による事故が単体で発生したとしても、その影響

が信号等を送る下流の設備にも影響を与えるため、設備全体で一定の健全度を確保

しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-9 設備の健全度推移（左図：更新した場合、右図：更新しない場合） 
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【老朽化に係る事故事例等】  

 「上水道の事故事例集 2016（日本水道協会）」より、老朽化に係る事故事例を以

下に示します。 

 

事例① 

＜事故概要＞ 

 配水池水位計の指示値を伝送する信号線に付帯する避雷器が故障し、配水池水位

の指示値が実際とは異なる値を遠方監視装置に送り続けた。 

 その結果、ポンプの自動起動の運転条件を満たさず、配水池に水がないにも関わ

らずポンプ運転をしていなかったので、配水池が空になり、断水（約 2,300 戸）と

なった。 

 

 

事例② 

＜事故概要＞ 

 配水管の圧力・流量を調節するための調整弁が故障し、開閉動作ができなくなり、

給水エリアで減断水（約 9,000 戸）が発生した。 
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事例③ 

＜事故概要＞ 

 浄水場のフロキュレーター（浄水工程で原水と薬品を撹拌する設備）の故障・停

止により、浄水場の運転に支障をきたした。ただし、系統が複数あったため、断水

にはいたらなかった。後日の調査により、フロキュレータの軸受けが破断していた

ことがわかった。 

 

事例④ 

＜事故概要＞ 

 通常時、商用（AC210V）⇒整流器・蓄電池（DC115V）⇒インバータ（AC100V）

のルートで給電している監視システムの電源が故障して蓄電池の出力電圧が低下し、

インバータが停止して監視システムが停電した。このため、取水施設、浄水場の監

視・制御が不能となり、この影響で取水監視装置の一部にも故障が発生した。遠望

監視・制御ができなくなったため現場操作としたため、断水にはいたらなかったが、

現場対応が不可能であった場合は大規模な断水になった可能性がある。 

 



17 

その他管路 

管路は経過年数が増加するにつれて、事故が多くなる傾向にあります。全国の管

路事故実績を基に、「持続可能な水道サービスのための管路技術に関する研究 報告

書（平成 23 年 3 月）公益財団法人 水道技術研究センター」において、管路の事故

率曲線が示されていますので、下図に示します。 

管路の種類によって事故率の増加度合は異なると考えらており、本市で最も多く

使われているビニール管は、経年化による事故の度合が他の管に比較し大きいと予

想されています。 

 

図 1-10 管路の事故率曲線 

 

※DIP：ダクタイル鋳鉄管、CIP：普通鋳鉄管、VP：ビニール管、SP：鋼管 
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1.4 投資計画まとめ 

 

【【【【施設施設施設施設・・・・設備更新事業設備更新事業設備更新事業設備更新事業】】】】約約約約 47 億円億円億円億円 
 

 ・現状資産の健全度を維持できるよう計画的な更新投資としています。 

・更新基準年数及び更新優先度等から事業順位を決定しています。 

 

 ※主な更新事業項目を次頁に示します。 

 

【【【【管路更新事業管路更新事業管路更新事業管路更新事業】】】】約約約約 32 億円億円億円億円 
 

 ・重要管路を計画的に更新します。 

 ・その他管路については、事後保全を基本とします。 

 

【【【【耐震事業耐震事業耐震事業耐震事業】】】】約約約約 9 億円億円億円億円 
 

 ・計画期間内には以下の施設を耐震化します。（別途設計費要） 

佃中継ポンプ所 約 3,200 万円 

桃山第３配水池 約 6,000 万円 

打田第２配水池 約 4,000 万円 

貴志川浄水場 約 4 億 3,600 万円 

貴志川第１配水池 約 2 億 700 万円 

貴志川第３配水池 約 4,200 万円 

 

【【【【補修事業補修事業補修事業補修事業】】】】0.2 億円億円億円億円 
 

 ・劣化の著しい花野浄水場の管理棟の補修を実施します。 

 



 



施設施設施設施設・・・・設備更新設備更新設備更新設備更新（（（（約47億円約47億円約47億円約47億円）））） ※1更新年度基準　（単位：千円）

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

全地区 残留塩素計・濁度計等　計装更新 19～41年 10年 15～20年 118,300118,300118,300118,300

全地区 次亜注入設備等　機械更新 22～41年 15年 20～25年 10,00010,00010,00010,000

打 遠隔監視システム更新 － 20年 20年 150,000150,000150,000150,000

打 打田第1配水池　電気設備更新（自家発込）（（（（写真写真写真写真P21P21P21P21）））） 41年 15～20年 25～30年 106,000106,000106,000106,000

貴 貴志川浄水場　真空ポンプ・送水電動弁更新 43年 15年 25年 14,60014,60014,60014,600

打 花野浄水場　ろ過池電動弁更新（（（（写真写真写真写真P22P22P22P22）））） 43年 15年 25年 13,20013,20013,20013,200

粉 遠隔監視システム更新 20年 20年 20年 150,000150,000150,000150,000

粉 粉河東川原配水池　電気・計装更新 36年 10年 20年 15,20015,20015,20015,200

桃 桃山第2水源　電気設備更新（（（（写真写真写真写真P23P23P23P23）））） 41年 20年 25年 124,000124,000124,000124,000

粉 荒見浄水場　電気設備更新（（（（写真写真写真写真P24P24P24P24）））） 37年 20年 25年 70,00070,00070,00070,000

粉 粉河高区配水池更新 42年 60年 80年 100,000100,000100,000100,000

粉 粉河中央配水池　電気設備更新（自家発込）（（（（写真写真写真写真P25P25P25P25）））） 34～44年 10～20年 20～30年 59,50059,50059,50059,500

粉 粉河第1・2水源更新 63年 10年 40年 22,40022,40022,40022,400

桃 桃山第1水源　電気設備更新（自家発込）（（（（写真写真写真写真P26P26P26P26）））） 44年 15～20年 30年 59,00059,00059,00059,000

那 西野山中継・配水池　電気設備更新 41年 20年 30年 29,00029,00029,00029,000

粉 粉河第3水源　自家発更新 41年 15年 30年 28,00028,00028,00028,000

粉 粉河浄水場　自家発更新 41年 15年 30年 50,00050,00050,00050,000

打 花野浄水場　第1・2水源更新 47年 10年 40年 67,40067,40067,40067,400

打 花野浄水場　ろ過池流量計更新 28年 10年 20年 18,90018,90018,90018,900

貴 貴志川浄水場　第1・2水源更新 48年 10年 40年 102,400102,400102,400102,400

打 窪　第1・2水源更新 48年 10年 40年 39,90039,90039,90039,900

粉 粉河第3水源更新 48年 10年 40年 23,70023,70023,70023,700

桃 桃山中央テレメータ更新 28年 10年 20年 50,00050,00050,00050,000

桃 大原浄水場　急速ろ過機等更新 33年 15年 25年 42,50042,50042,50042,500

桃 桃山第4水源テレメータ更新 28年 10年 20年 20,00020,00020,00020,000

桃 黒川浄水場テレメータ更新 28年 10年 20年 15,00015,00015,00015,000

桃 桃山第1水源更新 47年 10年 40年 18,70018,70018,70018,700

桃 桃山第2水源更新 47年 10年 40年 31,10031,10031,10031,100

桃 小林配水池及び中継所　自家発更新 47年 15年 30年 25,00025,00025,00025,000

粉 粉河浄水場　急速ろ過機2・3号更新 32年 15年 25年 50,00050,00050,00050,000

桃 調月配水池及び中継所　電気設備更新 32年 20年 30年 68,00068,00068,00068,000

貴 貴志川浄水場　送水2・3号ポンプ更新 36年 15年 30年 22,00022,00022,00022,000

桃 大原浄水場　電気設備更新 37年 20年 30年 36,00036,00036,00036,000

那 穴伏浄水場　急速ろ過機更新 32年 15年 25年 75,00075,00075,00075,000

粉 粉河浄水場　粗ろ過機2・4号更新 32年 15年 25年 40,00040,00040,00040,000

貴 貴志川浄水場　送水4・5号ポンプ更新 36年 15年 30年 22,00022,00022,00022,000

粉 荒見浄水場　自家発設備等更新 36年 15年 30年 25,00025,00025,00025,000

貴 貴志川浄水場　電気設備更新（自家発込） 38年 20年 30年 215,000215,000215,000215,000

桃 桃山第4水源　受電設備更新 34年 20年 25年 60,00060,00060,00060,000

粉 粉河浄水場　受電設備更新 34年 20年 25年 115,000115,000115,000115,000

粉 粉河浄水場　粗ろ過機1・3号更新 33年 15年 25年 40,00040,00040,00040,000

那 穴伏浄水場　粗ろ過機更新 34年 15年 25年 60,00060,00060,00060,000

桃 小林配水池及び中継所　受電設備更新 37年 20年 25年 44,00044,00044,00044,000

桃 桃山第4水源　電気設備更新 37年 20年 30年 143,000143,000143,000143,000

粉 粉河浄水場　送水1～3号ポンプ更新 37年 15年 30年 33,00033,00033,00033,000

桃 黒川浄水場　電気設備更新 38年 20年 30年 68,00068,00068,00068,000

那 名手西野水源　電気設備更新 38年 20年 30年 30,00030,00030,00030,000

那 名手西野水源　取水井更新 45年 10年 40年 43,70043,70043,70043,700

桃 桃山中央　電気設備更新 39年 20年 30年 188,000188,000188,000188,000

全地区 その他設備更新等 － － － 107,370107,370107,370107,370 143,690143,690143,690143,690 144,130144,130144,130144,130 97,13097,13097,13097,130 111,520111,520111,520111,520 116,940116,940116,940116,940 63,03063,03063,03063,030 86,27086,27086,27086,270 118,620118,620118,620118,620 73,26073,26073,26073,260 73,95073,95073,95073,950 119,350119,350119,350119,350 24,57024,57024,57024,570 160,640160,640160,640160,640 40,31040,31040,31040,310 117,290117,290117,290117,290 54,29054,29054,29054,290 84,59084,59084,59084,590 26,10026,10026,10026,100

小小小小　　　　　　　　計計計計 － － － 385,670385,670385,670385,670 277,490277,490277,490277,490 503,330503,330503,330503,330 279,030279,030279,030279,030 227,520227,520227,520227,520 253,240253,240253,240253,240 229,030229,030229,030229,030 213,770213,770213,770213,770 193,420193,420193,420193,420 213,260213,260213,260213,260 224,950224,950224,950224,950 166,350166,350166,350166,350 239,570239,570239,570239,570 220,640220,640220,640220,640 195,310195,310195,310195,310 221,290221,290221,290221,290 230,290230,290230,290230,290 182,590182,590182,590182,590 257,800257,800257,800257,800

法定

耐用年数

更新基準

年数目安

経過年数

※1

地区 項目
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管路更新管路更新管路更新管路更新（（（（約32億円約32億円約32億円約32億円）））） ※2平成29（2017）年度基準　（単位：千円）

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

全地区 重要管路更新 41年～ 40年 60年～150年 15,00015,00015,00015,000 60,00060,00060,00060,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000 108,000108,000108,000108,000

全地区 その他管路更新・補修 41年～ 40年 60年～150年 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000 40,00040,00040,00040,000

粉・那 那賀・粉河連絡管布設 － 40年 60年～150年 30,00030,00030,00030,000 30,00030,00030,00030,000 61,00061,00061,00061,000

那 切畑低区配水池及び送水管移設 － 40年 60年～150年 9,0579,0579,0579,057 79,19079,19079,19079,190

全地区 水管橋更新・補修 41年～ 40年 60年～150年 33,00033,00033,00033,000 33,00033,00033,00033,000 33,00033,00033,00033,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000 13,00013,00013,00013,000

小小小小　　　　　　　　計計計計 － － － 118,000118,000118,000118,000 172,057172,057172,057172,057 321,190321,190321,190321,190 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000 161,000161,000161,000161,000

耐震耐震耐震耐震（（（（約9億円約9億円約9億円約9億円）））） ※2平成29（2017）年度基準　（単位：千円）

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

那 佃中継所  耐震工事 39年 50年 70年 32,40032,40032,40032,400

桃 桃山第3配水池　耐震工事 20年 60年 80年 60,00060,00060,00060,000

桃 打田第2配水池　耐震工事 19年 60年 80年 40,00040,00040,00040,000

貴 貴志川浄水場　耐震工事 41年 60年 80年 218,000218,000218,000218,000 218,000218,000218,000218,000

貴 貴志川第1配水池　耐震工事 40年 60年 80年 207,000207,000207,000207,000

貴 貴志川第3配水池　場内配管耐震工事 24年 40年 60年～120年 42,00042,00042,00042,000

全地区 その他設計費 － － － 6,0006,0006,0006,000 6,0006,0006,0006,000 7,0007,0007,0007,000 15,00015,00015,00015,000 25,00025,00025,00025,000 3,0003,0003,0003,000 10,00010,00010,00010,000 5,0005,0005,0005,000 2,0002,0002,0002,000 15,00015,00015,00015,000

小小小小　　　　　　　　計計計計 － － － 32,40032,40032,40032,400 6,0006,0006,0006,000 60,00060,00060,00060,000 6,0006,0006,0006,000 7,0007,0007,0007,000 40,00040,00040,00040,000 15,00015,00015,00015,000 25,00025,00025,00025,000 218,000218,000218,000218,000 218,000218,000218,000218,000 3,0003,0003,0003,000 10,00010,00010,00010,000 207,000207,000207,000207,000 0000 5,0005,0005,0005,000 42,00042,00042,00042,000 0000 2,0002,0002,0002,000 15,00015,00015,00015,000

補修補修補修補修（（（（約0.2億円約0.2億円約0.2億円約0.2億円）））） ※2平成29（2017）年度基準　（単位：千円）

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

打 花野浄水場管理棟補修 41年 50年 70年 5,0005,0005,0005,000 15,00015,00015,00015,000

小小小小　　　　　　　　計計計計 － － － 5,0005,0005,0005,000 15,00015,00015,00015,000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

※本資料は「紀の川市水道事業基本計画」の更新計画に基づき作成したものであり、各年度の状況を踏まえたうえで、予算編成、実施計画に基づき実施する予定

法定

耐用年数

更新基準

年数目安

法定

耐用年数

更新基準

年数目安

経過年数

※2

経過年数

※2

法定

耐用年数

更新基準

年数目安

経過年数

※2

地区 項目

地区 項目

地区 項目
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A.河北水道事業

A18-006.打田第1配水池

電気室

電気設備

経過年数

H29（2017）基準

39年39年39年39年

法定耐用年数

20年20年20年20年

更新基準年数目安

25～3025～3025～3025～30年年年年

A.河北水道事業

A18-006.打田第1配水池

電気室

自家発電設備

経過年数

H29（2017）基準

39年39年39年39年

法定耐用年数

15年15年15年15年

更新基準年数目安

25年25年25年25年

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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A.河北水道事業

A1-030.花野浄水場

4号ろ過池

電動弁

経過年数

H29（2017）基準

41年41年41年41年

法定耐用年数

15年15年15年15年

更新基準年数目安

25年25年25年25年

A.河北水道事業

A1-030.花野浄水場

4号ろ過池

電動弁

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

22



B.河南水道事業

B2-025.桃山第2水源

電気室

電気設備（受電系）

経過年数

H29（2017）基準

38年38年38年38年

法定耐用年数

20年20年20年20年

更新基準年数目安

25年25年25年25年

B.河南水道事業

B2-025.桃山第2水源

電気室

取引計器盤

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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Q.荒見簡易水道

Q1-019.荒見浄水場

管理棟2F旧薬注室

電気設備（中央監視盤）

経過年数

H29（2017）基準

34年34年34年34年

法定耐用年数

20年20年20年20年

更新基準年数目安

30年30年30年30年

Q.荒見簡易水道

Q1-019.荒見浄水場

管理棟2F旧薬注室

電気設備（中央監視盤）

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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A.河北水道事業

A20-002.粉河中央配水池

計装室

電気設備

経過年数

H29（2017）基準

40年40年40年40年

法定耐用年数

20年20年20年20年

更新基準年数目安

30年30年30年30年

A.河北水道事業

A20-002.粉河中央配水池

計装室

電気設備

A.河北水道事業

A20-017.粉河中央配水池

発電機室

自家発電機

経過年数

H29（2017）基準

40年40年40年40年

法定耐用年数

15年15年15年15年

更新基準年数目安

25年25年25年25年

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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B.河南水道事業

B7-004.桃山第1水源

電気室

電気設備

経過年数

H29（2017）基準

39年39年39年39年

法定耐用年数

20年20年20年20年

更新基準年数目安

30年30年30年30年

B.河南水道事業

B7-006.桃山第1水源

電気室

自家発電機

経過年数

H29（2017）基準

39年39年39年39年

法定耐用年数

15年15年15年15年

更新基準年数目安

25年25年25年25年

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白
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（（（（３３３３））））今後今後今後今後のスケジュールについてのスケジュールについてのスケジュールについてのスケジュールについて

紀紀紀紀のののの川市水道事業運営審議会川市水道事業運営審議会川市水道事業運営審議会川市水道事業運営審議会のののの全体全体全体全体スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール＜＜＜＜平成平成平成平成２８２８２８２８、、、、２９２９２９２９年度実績年度実績年度実績年度実績＞＞＞＞

回次回次回次回次 実施時期実施時期実施時期実施時期 主主主主なななな審議内容審議内容審議内容審議内容などなどなどなど 提案資料提案資料提案資料提案資料

第第第第１１１１回回回回

平成平成平成平成２８２８２８２８年年年年

１２１２１２１２月月月月９９９９日日日日

� 委嘱状交付、委員紹介

� 会長、副会長の選出

� 審議会への諮問

� 審議会の運営方針

� 水道事業・施設の概要

� 平成27年度決算の概要説明

� 委員・事務局名簿

� 審議会運営方針

� 水道事業・施設の概要資料

� 決算概要資料

� 今後のスケジュール

第第第第２２２２回回回回

平成平成平成平成２９２９２９２９年年年年

２２２２月月月月１０１０１０１０日日日日

� 各水道施設の視察（花野浄水場、登尾配水池、粉

河浄水場、荒見浄水場、穴伏浄水場）

� 施設見学日程、各施設の概要

第第第第３３３３回回回回

平成平成平成平成２９２９２９２９年年年年

８８８８月月月月２８２８２８２８日日日日

� 平成29年度予算の概要説明
� 水道事業の現状分析と課題

� 予算概要資料

� 水需要予測

� 経営指標による課題抽出

� 資産の現状と課題

第第第第４４４４回回回回

平成平成平成平成２９２９２９２９年年年年

１０１０１０１０月月月月３１３１３１３１日日日日

� 平成28年度決算の概要説明
� 水道事業運営の今後の方針

� 決算概要資料

� 今後の運営方針概要（施設更新・計

画、人材育成・財政運営方針、適正

な料金設定の検討）

第第第第５５５５回回回回

平成平成平成平成３０３０３０３０年年年年

３３３３月月月月２６２６２６２６日日日日

� 審議のとりまとめ

� これまでの審議内容と協議結果の確

認（審議会運営方針、審議経過、過

去の料金改定取組、水道事業の現状

と課題、今後の事業経営）

紀紀紀紀のののの川市水道事業運営審議会川市水道事業運営審議会川市水道事業運営審議会川市水道事業運営審議会のののの全体全体全体全体スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール＜＜＜＜平成平成平成平成３０３０３０３０年度年度年度年度のののの予定予定予定予定＞＞＞＞

回次回次回次回次 実施時期実施時期実施時期実施時期 主主主主なななな審議内容審議内容審議内容審議内容などなどなどなど 提案資料提案資料提案資料提案資料

第第第第６６６６回回回回 ７７７７月月月月４４４４日日日日

� 平成30年度予算の概要説明
� 水道ビジョンの概要説明

� 平成22年度料金体系設定の根拠
� 投資計画

� 今後のスケジュール

� 予算概要資料

� 紀の川市水道ビジョン冊子

� 平成22年度料金設定根拠資料

� 投資計画概要資料

� スケジュール表

第第第第７７７７回回回回 ９９９９月開催予定月開催予定月開催予定月開催予定

� 財政計画

� 水道料金の比較検討、全国の動向など

� 水道の使用実態

� 水道料金の算定方法の検討

� 財政計画（財務状況、財源予測、財

源試算）

第第第第８８８８回回回回

第第第第９９９９回回回回

１１１１１１１１月開催予定月開催予定月開催予定月開催予定

１１１１月開催予定月開催予定月開催予定月開催予定

� 必要な料金水準の検討

� 現行料金体系の課題分析

� 今後の料金体系の検討

� 財政シミュレーション

� 料金改定案

第第第第１０１０１０１０回回回回 ３３３３月開催予定月開催予定月開催予定月開催予定 � 料金表（案）の検討

� 財政シミュレーション

� 料金改定案

� これまでの審議内容と協議結果の確

認

31



● ● ● ● ●

1 施設・設備の現状把握

2 将来の需要予測

3 目標設定

4 投資額の合理化

5 投資試算

1 財務状況の現状把握・分析

2 将来の財源予測

3 財源構成の検討

4 財源試算

1 財政シミュレーション（現⾏料⾦）

2 料⾦⽔準の算定（総括原価の算定）

3 料⾦体系の設定（個別原価の算定）

4 給⽔収益の予測

5 財政シミュレーション（新料⾦）

6 財政計画の目標等の達成

7 料⾦表の確定

3月

⽔道事業運営審議会の開催

投
資
計
画

業務項目
平成３０年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

財
政
計
画

財
政
シ
ミ

ュレ

ーシ

ョン

料
⾦
改
定
案
の
策
定

平成28年度改定の「⽔道事業基
本計画」を基に分析・検証を実施

第6回 第7回 第8回 第9回 第10回

審議会意⾒等を参
考に随時⾒直し

平成28年度改定の「⽔道事業基
本計画」を基に分析・検証を実施

審議会意⾒等を参
考に随時⾒直し

「投資計画」と「財政計画」は相互に関
連しており、最終的に均衡した形で策定

料⾦表【案】の策定

「財政計画」の目標達成に向けて、試算・検討を繰り返す
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委員名

開催日 調査・審議事項 内容 ご意見

【記載例】

平成30年7月4日

審議会運営方針 審議会での審議内容の周知

市の水道事業の現状や審議会で検討・議論している内

容を市民に周知する必要がある。

連絡先：紀の川市水道事業運営審議会事務局（上下水道部水道総務課　担当　東（あずま））

ＴＥＬ：0736-77-2511（代表）、77-0815（直通）

ＦＡＸ：0736-77-0912

Email：k100100-001@city.kinokawa.lg.jp

紀の川市水道事業運営審議会委員　ご意見お伺いシート


